
令和　７年　５月２９日

キムラ工業（株）

茨城県牛久市中央３－２２－２

Ｒ５東関道北高岡地区改良工事

茨城県行方市北高岡地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　５年１０月１７日

工 期 (至) 令和　７年　５月３０日

　２９９，０９０，０００円（税込み）

＋８６，６８０，０００円（税込み）

　３８５，７７０，０００円（税込み）

別紙のとおり

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

工　　事　　概　　要

（第４回）契約変更の内容

工 事 の 名 称

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

道路土工（掘削工（ＩＣＴ）81,830m3、路体盛土工370m3、
　　　　　路体盛土工（ＩＣＴ）48,600m3、
　　　　　路床盛土工（ＩＣＴ）1,100m3、法面整形工一式、
　　　　　法面整形工（ＩＣＴ）11,150m3）
法面工（植生工8,800m2、法面吹付工440m2）
石・ブロック積（張）工（作業土工一式、コンクリートブロック工一式）
舗装工（アスファルト舗装工一式）
仮設工（法面養生工310m2）
共通仮設費（技術管理費一式）

工 事 種 別

工 事 場 所



変更契約の内容別紙

1. 道路土工

現地調査の結果、当初運搬を予定していたストックヤードの受け入れが困難となったため、土砂運搬先を

変更し、道路土工を増工する。

2. 擁壁工

現地調査の結果、行１８函渠の施工に伴い県道幅員確保の必要性が生じ、鋼矢板打設により幅員確保を行う。

そのため、鋼矢板打設、笠コンクリートを施工し、擁壁工を追加する。

3. 排水構造物工

当初特記仕様書第６２条に基づき協議した結果、作業土工、側溝工、小段排水工、管渠工、集水桝工

の数量を変更し、排水構造物工を増工する。

4. 防護柵工

現地調査の結果、行１８函渠の施工に伴い県道幅員確保による歩行者安全確保のため、ガードレール設置

設置の必要が生じ、置き式基礎ガードレールを設置し、防護柵工を追加する。

5. 調整池工

当初特記仕様書第６２条に基づき協議した結果、調整池工を本工事の対象外とし、減工する。

6. 伐木工

現地調査の結果、工事範囲に樹木が繁茂しており、施工着手にあたっては伐採が必要なこと、

さらに木根、竹根の除根が必要となるため、伐採工を追加する。

7. 構造物撤去工

現地調査の結果、工事施工の支障となる既設構造物等を撤去するため、防護柵撤去工、作業土工、

排水構造物撤去工、運搬処理工を増工し、構造物撤去工を増工する。

8. 仮設工

設計照査の結果、県道及び周辺家屋への土砂流出防止対策として仮設法面保護が必要となる事から、

法面養生工を増工する。また、実績に基づき工事用道路工を増工し、交通管理工を減工する。

9. 共通仮設費

上記変更に伴い、運搬費、技術管理費を増工し、事業損失防止施設費、営繕費を追加する。

変　更　理　由
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